
① 各校の第１回学校運営協議会における改善

③ 文部科学省委託による研究を開始（新規）

② 宇美町学校教育推進協議会における改善

そのためにそのために

地域

３ 課題に対する取組とその効果（１）
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員
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◆各校の新旧委員がともに
自校のＣ・Ｓについて
理解できるようにする。
◆各校の実態に応じて、
教育委員会の方向性を
示す。

◆各校の新旧委員がともに
自校のＣ・Ｓについて
理解できるようにする。
◆各校の実態に応じて、
教育委員会の方向性を
示す。

改善の目的 具体的には具体的には

① 各校の第１回学校運営協議会の内容を改善

３ 課題に対する取組とその効果（１）



・ボランティアをもっと増やさないといけない。
・ＰＴＡ組織と連携できる部分があるのでは。
・実働部会の活動時間や内容を見直そう。
・行政区から支援できることはないか。

視点①：ボラン
ティアの拡大

視点①：ボラン
ティアの拡大

視点②：実働部
会の取組の充実

視点②：実働部
会の取組の充実

説明説明 熟議熟議

３ 課題に対する取組とその効果（１）

① 各校の第１回学校運営協議会の内容を改善

整理整理

② 宇美町学校教育推進協議会（年２回）の内容を改善

宇美町学校教育推進協議会とは

○全小中学校長、教頭、学校運営協議会委員、
宇美町教育委員会、町議会議員等が出席
○第１回（６月上旬）
・教育長による教育施策の説明
・全小中学校の校長が学校経営構想を説明
・有識者による講評、参加者からの質疑

○第２回（３月上旬）
・全小中学校の校長が経営の結果を報告
・有識者による講評、参加者からの質疑
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○全小中学校長、教頭、学校運営協議会委員、
宇美町教育委員会、町議会議員等が出席
○第１回（６月上旬）
・教育長による教育施策の説明
・全小中学校の校長が学校経営構想を説明
・有識者による講評、参加者からの質疑

○第２回（３月上旬）
・全小中学校の校長が経営の結果を報告
・有識者による講評、参加者からの質疑

３ 課題に対する取組とその効果（１）
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①学校経営構想に
Ｃ・Ｓを位置付ける
ように、説明スライ
ドの内容を統一

②第１回では質疑の時
間を設定。第２回で
は熟議の時間を設定
する予定

①学校経営構想に
Ｃ・Ｓを位置付ける
ように、説明スライ
ドの内容を統一

②第１回では質疑の時
間を設定。第２回で
は熟議の時間を設定
する予定

◆Ｃ・Ｓの位置づけが明確な
学校経営構想を示し、学校
運営協議会委員が相互に学
び合える場となるように
する。

◆Ｃ・Ｓの位置づけが明確な
学校経営構想を示し、学校
運営協議会委員が相互に学
び合える場となるように
する。

改善の目的 具体的には具体的には

３ 課題に対する取組とその効果（１）

② 宇美町学校教育推進協議会（年２回）の内容を改善



宇美東中学校東耕プロジェクト２０１２ 平成２４年度宇美東中学校コミュニティ・スクール事業計画

３ 課題に対する取組とその効果（１）

経営構想全体に位置付けた説明スライド例

学習支援部会 豊かな心部会 安全･安心部会 環境整美部会

戦略３ 家庭・地域と協働するコミュニティ・スクール“さくらばる“推進

桜原小学校

・学校運営
・教育活動

説明 報告

意見承認評価

コミュニティ･スクール“さくらばる“

学校職員 ＰＴＡ 家 庭 地 域

学校運営協議会

３ 課題に対する取組とその効果（１）

戦略の１つに位置付けた説明スライド例



教育施策の説明 学校経営構想説明 有識者による講評

参加者からの質疑

○他の学校の取組が分かり、自校
の取組と比較できて良かった。
○中学校区という視点から考え
て、小中連携した取組も必要で
はないか。

３ 課題に対する取組とその効果（１）

② 宇美町学校教育推進協議会（年２回）の内容を改善

③ 文部科学省委託による研究を開始（新規）

○学校経営に反映される施策を生み出すため
の、学校運営協議会の在り方を究明する。

○地域住民等の幅広い参画を促す方策を開発する。

○学校運営協議会を支援できる
既存の組織と協働していくため
の具体的方策を開発する。

新規設定の目的

３ 課題に対する取組とその効果（１）



③ 文部科学省委託による研究を開始（新規）

○町立小中学校
・学校運営協議会 会長 副会長
・ＰＴＡ会長
・校長、Ｃ・Ｓ担当者

○有識者 福岡教育大学 教職大学院
教授 森 保之 先生

（ＣＳマイスター）

○宇美町教育委員会 計４８名

３ 課題に対する取組とその効果（１）

③ 文部科学省委託による研究を開始（新規）

８月１日８月１日第１回調査研究会議の流れ第１回調査研究会議の流れ

○もしも、これから学校運営協議
会制度を立ち上げるならと仮定し、
理想の学校運営協議会の推進の仕
方を熟議を通して明らかにする。

研究の目的の説明 熟議 全体での発表

有識者による整理

３ 課題に対する取組とその効果（１）
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